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北浦義久六篠会会長

2006年12月に方針を決定､会員の皆さんには、すでに協力

要請が出されているところです。

ご寄付をすまされた方もいらっしゃると思いますが、ま

だの方は母校のために是非ご協力賜りますようお願いします。

六篠会では、卒業生の皆さんとの交流を深め、連携を強

化するため、会報を発行するとともに、地域や職域での支

部活動の支援を続けて参りました。

今年も8月24日には東京KUCで関東支部の総会、10月

14日には名古屋で東海支部の総会が開催され､また職域で

は11月3日に兵庫県六篠会、11月16日には神戸KOBE六篠

会が開催され、私も出席させていただき、楽しい歓談の一

時を持つことができました。今後、他の地域や職域におい

ても、支部が結成され､活発な活動が展開されることを願

っていま戎

また、 9月29日には、第2回神戸大学ホームカミングデ

ィが開催され、午前の記念式典に引き続き、午後から、農

学部主催の行事が行われ、学部の近況報告や、ほぼ完成し

た学舎・研究室の見学の後、懇親会が持たれました。

この行事を通じて、同窓会員相互柿びに、先生方との交

流を深めるとともに、大学の現状を理解し、認識を深める

ことが出来た事は大きな収穫でした。

この他、KUC活動の一環として、7月に加西の「食資源

教育研究センター」を視察し､実践を通じた研究活動に、他

学部同窓生の皆さんから、非常に高い評価を頂いたことを

ご報告しておきます。

六篠会員の皆さん､お元気で国内はもとより､海外におい

ても､各分野で存分にご活躍のことと、心からお慶び申し

上げます。

神戸大学農学部も昭和24年、篠山の地で吸々の声を上げ

てから58年、今、神戸六甲の地で、着実な歩みを続けてい

ます。組織も時代の要請に応えて、順次改組され、現在は

6学科、12講座､42研究分野に整理され、教育に又、研究

に力が注がれていますが、来年2008年から、さらに3学科、

6コース、45研究分野に改組される予定になっています。

こうした背景のもと、2006年度から始まった学舎改修工事

も、今年秋に完成し、共用が開始されました。そして、11

月9日、学舎改修記念行事が盛大に催され、六篠会から私

を始め役員の方々も出席し、共に学舎の改修を祝い、農学

部の一層の発展を祈念しました。

この新しい学舎で、より充実した教育と研究の成果が発

揮されるよう、期待して止まないところです。学舎改修に

伴って、設備の充実を図り、また、学舎周辺の環境を整備

する為に要する経費について、農学部の方から支援の要請

がありましたので、役員会に諮り、支援することとし、規

定経費の縮減をはかり、捻出のうえ、対応することとしま

したので、ご報告します。

このように、教育環境も整って参りましたが、昨今の厳

しい財政事情の下、大学の運営も厳しく、教育や研究の充実

を図り、世界に羽ばたく大学として、発展させる為には、

自主財源の確保が喫緊の課題となっています。

そこで、大学では、「神戸大学ビジョン2015」を策定し、

その実現を図るため、「神戸大学基金」を造成することとし、

最後になりましたが、会員の皆さんの益々のご

ご活躍をお祈りし、ご挨拶とします。

健勝での
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中村千春大学院農学研究科長・農学部長

I

日一日と秋の色が深まり、農に携わる一人として収穫の

季節を迎えた喜びを感じますも

今年は､日頃から農学部にご支援を賜っている六篠会会

員の皆様に、何をおいても学舎改修事業完成のご報告を申

し上げます。念願の農学研究科・農学部の学舎改修PFI事

業が､ 10月末をもって完了し、11月9日にはC101で学舎

改修記念式典がもたれます。

昭和41年の国立移管で、丹波篠山にあった兵庫県立農

科大学は神戸大学農学部に生まれ変わり、翌42年には農

学部学舎が六甲台に築かれました。しかしながら、定礎

以来40年の歳月を経て、農学部学舎は、耐震性などの安

全面や教育・研究・事務管理の機能性など多くの課題を抱

えておりました。さらに、本年4月には、大学院自然科

学研究科の改組がなり、新たに大学院農学研究科の設立を

みました。来年4月には学部の改組が予定されており、農

学研究科・農学部は学部・大学院博士課程前期後期課程

を含めて見通しの良い教育・研究環境が整った次第です。

この度の学舎改修PFI事業は、まさに時期を得た事業で

あり、これにより教育研究の高度化・多様化に対応し、省

エネルギーで人に優しい学舎に改修再生することができ

ました。本事業の完成は多くの方々のご支援の賜であり、

学生諸君をはじめ教職員一同、大いに喜び深く感謝致して

おります。特に、六篠会からは北浦会長の暖かいご理解に

既に直面している食料・エネルギー不足と、日々進行しつ

つある環境破壊への有効な解決策を見いだし得なければ、

私達が生きるこの希有な惑星がもつ美しい環境と私達の安

全で健康な日常生活が危機に瀕しますも食料の安定供給、

環境保全と新規バイオ産業の創成および食の安全確立を目

指した農の再生が必要です。この目標に向けた科学技術と

倫理規範が求められています。

農学研究科・農学部は、「食料・環境・健康生命」を旗印

に、「持続可能な共生社会｣を実現する一翼を担って、今後

ますます、地域、我が国と国際社会にその存在意義を発

信し、明日を切り開く力のある有為な人材の育成を通じて

人類社会に貢献して参りたいと思います。

最後になりましたが、六篠会の益々の発展と六篠会会員

の皆様のご健勝と安寧を心より祈念申し上げます。

より、多大な資金援助を賜りました。この場をお借りして、

汰篠会会員の皆様方にご報告し、深く感謝を申し-

ありがとうございました。 ，

士警は今、重大な岐腔 ざ簿す。
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斉藤昭
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六篠会会報に現在の仕事の話など執筆するようにとの依

頼を受けたところですが､現在の仕事はその性格上､紙上に

書くにはあまり適当でないので､卒業後間もない若い皆様に、

卒業後、ずいぶんと年を経た私が感銘を受けた｢言葉」に

つきコメントしてみたいと思います。

近年､行政も政策立案とその実行､その結果に対する評

価といういわゆる「政策サイクルの確立」など､新しいシ

ステム導入が進み始めています｡どこの職場でもそうでし

ょうが､新しい部署に交代する場合､新しいしい部署で､漠

然とした不安を抱えつつも､一方で自分の存在領域を確保

すべく、なにか新しい取り組みを急ごうとする気持ちにせ

き立てられるものです｡そのときは､月並みですが､大詩人

に登場して貰います｡「あせることは何の役にも立たない。

後悔はなおさら役に立たない｡前者は過ちを増し､後者は

新しい後悔を作る｡」(Goethe)

しかし､最近では､こうした心配さえ必要ない､何かをし

なくてはとさえ思わない人も目につくところです。こう

した人には､やはり我が国の戦後の夢をリードした苦労の

仕事人､本田宗一の｢チャレンジして失敗することをおそ

れるより、何もしないことを恐れろ｡」の一言が必要か。チ

ャレンジをさけリスクを回避すれば､悩みなき安逸な世界

が待っていると考えるのは､まだまだ｡不思議なことに益々

悩みが深まりま式このことはGoethe自身も｢精神の悩

みを癒すには知力では役に立たない｡理性もあまり効果

がない。断固たる「実行｣のみが一切を為式」としている

ところですもさすがに､夢を追って､ローマへの道をひた

走った人の言葉です。

色々な仕事をしていくと､ある場面では多くの人と意見

が異なり、もしかして自分の選択が間違っているのではと

心細くなることもあります｡そんなときは「自分の目標を

達成している人､今の自分に満足している人に滅多に出会

わない。なのに人生を左右する問題解決を多数の意見に委

ねられるのか」(Kingsley)のとする意見にも耳を傾ける

のもいいかもしれません。ただし､長い経緯を持った仕事

の場合､多くは先輩諸氏の意見が正しい場合が多いのも事

実。この言葉が有効なのは､もっと大きな人生の選択の時

かもしれません。いずれにせよ、一度選択したら、周りか

らなんと言われようと､医療に新しい分野を確立したこの

人[少数者による静かな着手､地道な努力、黙々と向上しよ

うとする努力、これこそがひとつの事業をしっかりと根を

下ろして成長していくための地盤なので戎」(Nightingale)

の精神でいくべき。そして､最後は、「最善を尽くそう。そ

のあとは古傘をかざして、非難の雨が首筋から背中に流

れ落ちるのをふせげばよい｡」(Carnegie)で締めくくり

ます。

神戸大学在学中は神戸を始め､京都､大阪､奈良と多く

のところに行き、

色々な人や風景に

出会いました｡長い

歳月を経て､今回、

京都に来ましたので、

時間を見つけて､当

時の場所に行ってみ

ていますb 神戸､あていますb神戸､あのすばらしく活気のあった街､震災後

復興はしましたが､当時の「艶｣が消えているように思えま

魂京都､奈良｡文化の薫り高い街､しかし、｢平安､平城京の

フレーム｣からの脱却がなされない時間の止まった街｡大阪、

食い倒れの街､ビル群が乱立してはいますが､「往年の独特

な活気」が失われているような気がします。

30年後に見た関西は、色々な意味で変貌していますが、

気になるのはやはり神戸です。卒業後､世界の色々な街を

見る機会がありましたが､その都度､神戸には勝てないな。

といった感想を持ちました。しかし､今の神戸は､どうか、

難しいところです。神戸の街をそしてその｢文化を再生」

するのは､神戸大学を中心とした勢力ではないでしょうか。

以上､思いつくまま､勝手なことを書きましたが､今後と

もよろしくお願い致します。

最後に､OBの皆様のご健勝と今後の多様なご活躍を祈

念して本稿を終わりにしたいと思います｡「遊びをせんと

や生まれけむ､戯れせんとや生まれけん､遊ぶ子供の声聞

けば､我が身さえこそゆるがるれ」（梁塵秘抄)。

坪洩

〆

44



■
Rikusoukai

神戸中央青果株式会社

代表取締役社長山口吉則
（兵A15） 「

｣

朝夕肌寒さを覚えるようになってまいりましたが、六

篠会会員の皆様には益々ご活躍の事と心からお喜び申し

上げます6年一回の六篠会会報を拝読させて頂く度に､当

時の学生生活を思い､同時に先輩､同期､後輩の事を思い巡

らせます｡さて､神戸大学農学部が兵庫県立農科大学を前

身として数えること58年､六甲台に構えて40年､時の速さ

をつくづく感じ､歴史が刻まれていく喜びを味わっています。

私も62歳､兵庫農大､農学科果樹園芸部を昭和42年に卒

業して､すでに40年になりますも篠山で4年間過ごした最後

の卒業生になったと思いますが､篠山での4年間私にとっ

てはあらゆる意味での貴重な4年間でした。今のような豊

かさはありませんでしたが四季を楽しみながら少しばか

りの勉学､クラブ活動（サッカー)又、囲碁､マージャンと

友達との交流を楽しみ､空腹に耐える日はあったものの、

楽しい学生生活でした。今､振り返って見て､当時､学生で

ある私の豊かさと貧しさの尺度は､空腹か､そうでないか

という事で､時代的にもその様な時代であった様に思われ

ます。今でも篠山には四季折々を楽しむ為、家内とドライ

ブに訪れますが､当時とは様変わりはしているものの､少

し町を離れると､昔の篠山の香りを感じ、ノスタルジック

になり､学生時代の4年間が美しくうつり、青春時代がこの

4年間に凝縮されたと云ってもよいぐらい､篠山に感謝です。

卒業後､農業に関係のある所として､神戸市中央卸売市

場内青果卸売業の神果神戸青果に入社､2年数ケ月果実､野

菜の現場を経験､市場特有の活気あるセリ取引を見て､早

く自分もセリ台に立ち青果物の販売をして見たいと思っ

たものです｡昭和44年11月、東灘区深江浜町(4工区)に神

戸市中央卸売市場東部市場が新たに開場、同時に青果卸売

として、神戸中央青果が新会社として設立され､若さゆえ

新会社へ移り現在に至っております。

東部市場は神戸大学海事科学部の南側に位置しており、

神戸市民の台所として生鮮食料品（野菜・果物の青果物、

鮮魚､塩干の水産物､切花、鉢植の花卉)を取り扱つかって

いる総合卸売市場です。本学からは車で20分程の近くで

すので是非、足を運んでいただき、新鮮な魚､野菜､果物を

食していただきたいと思いま式東部市場も平成7年の阪

神淡路大震災では卸売棟の全壊という大きな被害を受け

ました。市場関係者の努力により、いち早い市場機能の回

復をし「いつも新鮮美味」を合言葉として、食の安全、安

心の確保に努めていますも若干、中央卸売市場の説明をさ

せていただくと、開設者は神戸市で神戸市内には東部市場

のほか､本場､西部市場と3つの中央卸売市場がありますb

私が勤めている会社は中央卸売市場で営業するために

国（農水大臣)の認可を受け､世界各地､日本全国から野菜、

果物を集め販売しておりますも中央市場の中には、我々の

様な卸売会社の外に、仲卸業者がおり、市場でのセリ風景

がテレビでよく放

映されますが､売手

が卸売人で買手が

仲卸人です。仲卸

は卸より仕入れ､そ

の後､量販店､生協、

小売店等へ販売する

彰｡

i，、

仕組みになっておりますも中央卸売市場は集荷・評価・分

荷さらにすみやかな代金決済処理という機能を有し国民

生活に必要不可欠な生鮮食料品を効率的に大量に供給す

る所です6しかしながら､平成3年をピークに､その後は消

費者ニーズの多様化､市場外流通の増大や市場間競争の激

化などで厳しい状況が続いておりますも特に､この10年間で、

川上(生産地)川下(量販店・小売店）の変化は大きく、川上・

川下の大型化が進むにつれ､生鮮食料品の市場経由率も年々

低下を見ております。いよいよ平成21年には手数料の弾

力化を控えており卸売業者も正念場に入っておりますも新

しい時代にその存在価値を見出すべく現在､ソフト面ハー

ド面で､その対応に順次着手しております｡市民に開かれ

た市場､食の安心安全を確保し信頼される市場又､人､物、

情報が集まる活気ある市場になる様にして行きたい思っ

ております。

この様に変化の大きい時代こそビジネスチャンスが多

いのではないでしょうか。

さて私も仕事柄長年に渡り産地及び牛痒農家と付き合

ってまいりました。その経験から社員によく言っている事

は、農業はたしかに第一次産業であるが､もっと大切な事

は農業は我々の食として生命を守る意味で生命産業とし

て位置づけるべきだと思っておりますbそういう意味から、

流通を通し農業にかかわっている我々はもっとプライドを

持つべきであり、又我々卸にとっては日々集荷している農

産物は大切な財産でもあります。昨今食料安保がさけば

れています様に、食糧自給率は年々低下しており平成18年

は39％となっています。耕地面積も昭和35年の607万ha

から、平成17年は469万haと減少､基幹的農業従業者数も

昭和47年頃の700万人から平成17年は224万人に減少し

ているとの事、5年10年先にはさらに減少すると思われま

す。今や農産物も財産ですが、一方生産農家も我々にとっ

ては大きな財産である訳です。今後の自給率を考え卸売と

して産地に何が出来るか、市場経営とともに大切な問題で

もありま式衣食足りて礼節を知ると云うことわざがあり

ますが、正に農業は食の安心安全はもとより､環境､文化、

教育にも通じる大切な産業で式学生諸君も今後日本農業

の発展にその｢農力｣を大いに発揮していただきたいと思

います。最後になりましたが神戸大学農学部の益々の御

発展と六篠会会員皆様のご健勝をお祈り申し上げます。
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香川県農業試験場

主席研究員藤田究
（神P14回）

香川県農業試験場

主席研究員藤田究
（神P14回）

作物部門作物部門

私は昭和58年に神戸大学農学部植物防疫学科の第

14回生として卒業しました。大学に入る前から植物

の病気に興味があった（虫に興味がある人は多いが、病

気は珍しい？）ので、神戸大学に植物防疫学科があるの

を見つけて受験しました。 3年生になって専攻を選ぶ際、

当時､農薬学､究室に除草剤研究では世界的に高名な松中

昭一先生がおられて人気がありましたが、初心を貫きた

いことと頑固な中にも研究への情熱を秘めた宮本雄一先

生に魅力を感じ、植物病理学研究室を専攻しました。

宮本雄一先生の講義は一風変わっていて、先生がとう

とうと読み上げたことをひたすらノートに筆記するもの

でした。これまでにこういう講義はなかったので、かえっ

て新鮮に思えました。また研究室のゼミは､英語の論文を

延々と日本語に訳していくという過酷なものでした。今

振り返ると研究論文を書く時の忍耐力がこの時ついたの

ではないかと思ったりします。そして宮本セツ先生は何

か新しいことが見つかるといつも「面白いですね｣と微笑

まれ､研究に対する情熱の大切さを教わりました。

大学卒業後、生まれ故郷である香川県に入庁し､香川県

農業試験場で勤務することになりました。配属先は作物

担当（水稲、麦､大豆の栽培)となり、途中､専門技術員にな

りましたが、現在に至るまでずっと稲．麦．大豆の作物

関係の仕事に携わっていることになります。

就職後の研究で思い出深いのは、昭和62年に半年間、

農林水産省中国農業試験場(現在､近畿中国四国農業研

究センター)で研修を受けたことでした。研究テーマは、

除草剤によって引き起こされる水稲の薬害について根部

を含めて形態的影響を細かく調べるというものでした。

当時､作物第3研究室に根の研究に詳しい芝山秀次郎室

長(後に佐賀大学の教授になられた）がおられ､水稲の各

器官を植物単位に分けて観察する方法を教わりました。

対象とした除草剤が当時開発されたばかりのSU系除草

剤ベンスルフロンメチルであったこと、ダイムロンとい

う除草剤がその薬害を軽減する作用を持つこと、さらに

植物単位毎の観察によって水稲の生長と薬害発現の様相

が把握できたこと等で新規性があったことから、雑草研

究（日本雑草学会誌）に投稿しました。その後､香川農

試で行った研究を加え、これらをまとめて鹿児島大学大

学院農学研究科に提出し､平成12年に学位を取得するこ

とができました。いずれも芝山教授の懇切丁寧な指導が

なければ、書き上げることは不可能であったのはいうま

でもありません。実験をやっている時は楽しく、殊に新し

い発見があるとわくわくして面白いものですが、論文と

してまとめるのは苦しく、骨が折れるものだということ

をつくづく実感しました。この感覚は大学時代に経験
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究（日本雑草学会誌）に投稿しました。その後､香川農

試で行った研究を加え、これらをまとめて鹿児島大学大

学院農学研究科に提出し､平成12年に学位を取得するこ

とができました。いずれも芝山教授の懇切丁寧な指導が

なければ、書き上げることは不可能であったのはいうま

でもありません。実験をやっている時は楽しく、殊に新し

い発見があるとわくわくして面白いものですが、論文と

してまとめるのは苦しく、骨が折れるものだということ

をつくづく実感しました。この感覚は大学時代に経験

したことと同じで
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学中に松中先生の講義の中で雑草

学会についての話があり、入会の誘いもありましたが、

その時は「僕は病理やから関係ないな」と思っていまし

た。が､約20年後にまさかこのような形になるとは夢に

も思いませんでした。

現在、取り組んでいる研究課題に水稲と小麦の育種が

あります。小麦といえば､大学在学中に植物防疫学科の

実験があり、交配したけれど結実せずに失敗した覚えが

あります。これもまた20数年の年月を経て、小麦の交配

をする仕事に就くとは思いませんでした。前任者らが育

成した｢さぬきの夢2000」は､マスコミに取り上げられた

ので、ご存知の方もいるかと思いますが、今は「さぬきの

夢2000｣の後継品種の育成を目指していますbまた､水稲

の育種については、香川県の地酒用酒米品種「さぬき

よいまい」を育成し、昨年、種苗登録を申請しました。こ

の品種は香川大学農学部で交配された育成途中の系統を

香川農試に移管したものです。特性調査をすすめていく

中で､いもち病には片親である「オオセト」並に強いこと

はわかったのですが､真性抵抗性の検定がなかなかうま

くいきませんでした。そこで、病害虫防除所の研究員よ

り東北農業研究センターに検定を依頼してもらったとこ

ろ､その結果は､予想どおり「オオセト」の真性抵抗性遺伝

子Pi-ta2を持っているとのことでした。あとで知った

ことですが､この検定の依頼を受けた善林薫さんが神戸

大学の植物病理学研究室の出身､つまり私の後輩に当た

ることを知って驚きました。

最後に、今年の5月には同級生の竹内繁治氏の配慮に

より、植物病理学研究室出身者が恩師である宮本セツ先

生を囲む懇親会に参加させていただきました。参加者は

中国農試の研修でもお世話になった高橋賢司さんをはじめ、

大学や国､県の研究機関の要職にある方ばかりで、普段だ

と到底対等に話ができるような人ではないのに、同じ研

究室出身ということだけでなぜか打ち解けて和やかに話

ができたことは不思議な感じがしました。人生には奇遇

な出会いや巡り合わせというものが性々にしてあり､そし

てお互い助け合うこと（助けてもらってばかりですが）は、

研究に対する情熱を維持し、研究を進める上においてき

わめて大切なことだとつくづく感じています。
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六篠会代議員総会報告同窓生との連携･大学への支援などをの支援な

中村直彦(神]園）代表理事

平成19年5月26日(土)､午後5時から神戸･元町のKUC事務局のある本館牡丹園において､六篠会の｢代議員総会｣を開催いたしました。

本年は､同窓生全員に呼びかけて行う4年に一度の総会以外の年に､役員と代議員により行う｢代議員総会｣を開催する年で､六篠会の活動及

両
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び予算･決算などについて審議いたしました。 その内容は以下のとおり。

1 ）第1号議案 平成1 8年度六篠会事業報告並びに収支決算の承認について

2)第2号議案 平成19年度六篠会事業計画(案)並びに収支予算(案)の承認について

3)第3号議案 六篠会理事及び代議員の選任について

4)その他 ・学友会の活動実績･計画について

･KUCの活動実績･計画について

・第2回目のホームカミングデイについて

はじめに、北浦会長の挨拶のあと、議長の選出を行い、昭和39年卒、12回

生で農学科の坂井永利さんに議長をお願いしました。

（平成18年度事業実績） に兵庫農系

ま哉第1号議案の平成18年度事業実績については、(1)六篠 三生さんI

会代議員総会をはじめ理事会の開催､(2)教官･学生の学術活動に （その他

対する援助､(3)六甲祭､マラソン､卒業記念パーティなど学生活 その他c

動に対する援助､(4)会報の発行､(5)同窓会の支部活動に対する 組織であ鳥

援助､(6)学友会など他学部の同窓会との交流などの活動を実施 計画につ､

しました｡また､収支決算については､165名の入会を予定してい ミングデ判

た新規会員が190名に増加したこと､運営経費の節減を図ったこと、 学友会ズ

行事等において特段の大きな支出がなかったことなどにより､収 各学部のF

支が改善され､単年度で剰余金を生み出すことができました。 運営にあ/

（平成19年度事業計画） で懸案とズ

次いで､第2号議案の平成19年度事業計画(案)については､経 術事業会ズ

済が低迷する中において､行事等において大きな変更点のない例 の広報誌2

年どおりの計画といたしました｡そして､収支予算(案)では､18年 が､最新号

度から繰り越された繰越金については､一部を予備費に組み入れ、 が昭和32‘

学舎の改修に伴う農学部からの同窓会への支援要請に応えるこ 実施した

ととし､残りを六篠会基金に造成することにしました｡なお､農学 の内容は

部の学舎改修への支援内容については、(1)大学が担うべき使命 立したぱズ

と同窓会が応援すべき役割を明確にするとともに、(2)同窓会と を行ったラ

して相応しいものに対して協力していくこと、(3)今後の大学と あろう｡」

の話し合いを踏まえて内容を詰めていくことを確認し､執行部に 現代社会可

一任されました。 これからc

（六篠会理事及び代議員の選任） 重く受けl

そして､第3号議案の六篠会理事及び代議員の選任については、 そして、

(1)できるだけ現在の役員に留任していただくといった基本方針 を続けて↓

のもとに、(2)組織から選任されている方で､退任される方､また 学部が酒i

は交代される方は､その組織から候補者を選ぶという事務局案が 木市にオー

承認されました｡その内容は､理事については､畜産学科の代表の 併せてK［

杉本金五さんの代わりに三木啓造さんに､兵庫県庁からは､入江 また､葬

和己さんの代わりに塩飽是雄さんに､神戸大学からは､畠中知子 日である2

さんの代わりに水野雅史さんに､それぞれ交代されることとなり 待されまて

ました｡また､その他の方は留任していただくことで引き続きお を収容でき

願いすることにいたしました｡なお､会長には引き続き北浦会長に、 井委員かE

その他の役職及び理事会の内部機関としての顧問についても後 デイに併t

記のとおりお願いすることにいたしました｡そして､代議員も一 以上､事

に兵庫農科

代議員総会の様子

大学14回生の置塩康之さんと、同じく17回生の中西

三生さんにお願いいたしました。

（その他学友会等の報告）

その他の事項では､全学の学部で構成される学友会､その活動

組織であるKUC(神戸大学クラブ)から活動実績とこれからの

計画について､また大学と同窓生との交流の場である｢ホームカ

ミングデイ｣の予定について､報告されました。

学友会からの報告では､大学と同窓生全体とのパイプ役として

各学部の同窓会で構成する｢学友会｣がその役割を果たしており、

運営にあたり常に大学と協議を続けています｡このたび､これま

で懸案となっていた､学友会のホームページの維持管理を神戸学

術事業会が無償で実施することに決まりました。また､神戸大学

の広報誌として｢KobeUniversityStyle」を発行しています

が､最新号のVol,7において､農学部の前身である兵庫農科大学

が昭和32年(1957年）に､大学における国際交流の先駆けとして

実施した「カンボジアの学術調査」の記事が紹介されました。そ

の内容は「昭和28年にフランスから完全独立を果たして国交樹

立したばかりの国に、わずか2人の教官で乗り込み､調査・研究

を行ったフロンティア精神は､今後の神戸大学に引き継がれるで

あろう｡」と結ばれていま式全てが数値で評価されがちである

現代社会ですが､人類への貢献を本来の使命とする大学において、

これからの大学のあり方について問題提起しているものとして

重く受け止める必要があると思われます。

そして､KUCからの報告では､同窓生の連携と親睦を図る活動

を続けていますが､7月に加西市にある農学部の農場をはじめ､農

学部が酒造メーカーとで共同開発した「神戸の香り」の酒蔵、三

木市にオープンした震災記念公園を見学する計画等が紹介され、

併せてKUCへの入会を呼びかけた。

また､第2回目のホームカミングデイは､今年も9月の第4土曜

日である29日に開催され､大学卒業35年､45年､55年の卒業生が招

待されます。今年は人数制限をしなくてもよいように800名余り

を収容できる六甲台講堂で実施されますbこれに対し､代議員の桜

井委員から「全学の昭和37年の卒業生に呼びかけ､ホームカミング

デイに併せて同窓会の特別企画を考えている｡｣と発表されました。

以上､事務局からの説明を行い､原案どおり可決･承認されました。

なお､平成18年度の収支決算､平成19年度収支予算、六篠会理

事及び代議員の名簿は後記。

代議員総会ののち､懇親の場に移り､兵庫農科大学･園芸農学科・

第1回生の西川先生の挨拶のあと､同農芸化学科･第5回生の新

家先生乾杯の音頭で和やかに宴が始まりました。各テーブルでは、

それぞれに近況が繰り広げられ、同農芸化学科･第1回生の東先

生の中締めでお開きとなりました。

部の方に変更

があり、兵庫

農科大学13回

生の池田吉一

さんと17回生

の塩田悠賀里

さんの代わり昼

懇親会で交流と連携
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